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ウニ胚内に生じる貪食作用 
 

 

今から約百年前、ロシアの発生学者イリヤ・メチニコフは、棘皮動 物

胚を用いて貪食作用を発見し、ノーベル生理学医学賞を受賞した。正 形

ウニ胚内に生じる貪食作用は、原腸先端から放出される二次間充織細 

胞が担うことが知られている(Silva, 2000)。これはメチニコフがヒト 

デ胚で観察した貪食作用の開始と類似している。しかし日本のウニ研究 

の元祖である團と岡崎は、発生学の観点で行った実験で、タコノマクラ 

胚内に打ち込まれた油滴が、原腸形成より前に一次間充織細胞によって 

捕捉されることを観察している。そこで私は比較免疫学の観点で、ウニ 

胚内で生じる貪食作用の再検証を行った。タコノマクラとバフンウニの 

発生過程のさまざまな時期に油滴を顕微注入し、貪食開始時期と貪食効 

率を調べた。バフンウニとは異なり、タコノマクラでは間充織胞胚期か 

ら貪食が開始され、かつその貪食作用は極めて迅速であることが分かっ

た。バフンウニとタコノマクラ胚の貪食効率の差は、胚内の環境の違い 

がもたらすのであろうか。多くの蓄積のあるウニ発生学の研究をもとに 

考察をしたい。 

 

 


